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然
る
に
欧
洲
大
戦
の
影
響
は
炭
鉱
界
に
異
常
の
活
況
を
呈

し
各
炭
鉱
は
鉱
夫
の
募
集
に
血
眼
に
な
り
競
て
賃
金
の
値
上

待
遇
の
改
善
等
の
好
条
件
を
以
て
之
を
勧
誘
す
る
と
云
ふ
具

合
で
従
て
鉱
夫
の
生
活
も
頓
に
向
上
し
我
海
軍
炭
鉱
の
如
き

は
官
業
の
故
を
以
て
種
々
の
規
則
の
た
め
に
係
員
の
待
遇
は

之
に
追
ひ
付
か
ず
一
時
生
活
の
程
度
も
係
員
と
鉱
夫
と
全
く

逆
転
し
た
と
云
ふ
様
な
珍
現
象
を
さ
へ
呈
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

然
し
鉱
夫
の
物
質
的
生
活
向
上
は
精
神
的
に
も
向
上
の
結

果
を
表
は
し
た
こ
と
は
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
此
の
好

況
時
代
を
一
転
機
と
し
て
炭
鉱
従
業
員
は
全
く
面
目
を
一
新

し
ま
し
た
。

　

特
に
近
年
経
済
界
不
況
の
深
刻
化
と
共
に
社
会
政
策
的
諸

法
規
の
適
用
に
よ
り
著
し
く
其
の
負
担
の
増
加
を
来
し
、
事

業
主
は
之
が
緩
和
を
計
る
為
益
々
人
的
要
素
に
重
点
を
置
き
、

其
の
結
果
不
良
分
子
は
自
然
淘
汰
に
よ
り
炭
鉱
界
よ
り
駆
逐

せ
ら
れ
た
る
形
と
な
り
、
今
日
に
於
て
は
他
の
産
業
労
働
者

と
比
較
す
る
も
決
し
て
劣
ら
ざ
る
に
至
り
其
の
国
體
的
訓
練

及
教
化
に
於
て
は
私
は
寧
ろ
他
の
労
働
者
以
上
で
は
な
い
か

と
考
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

従
て
時
代
の
趨
勢
は
従
来
単
に
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
と

し
て
比
較
的
等
閑
視
さ
れ
た
災
害
も
人
道
問
題
と
し
て
将
又

経
済
上
炭
鉱
経
営
の
必
然
的
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
研
究
せ

ら
る
ゝ
に
至
り
、
茲
に
安
全
運
動
は
他
の
合
理
化
運
動
と
共

に
一
大
勢
力
と
し
て
時
代
を
風
靡
し
、
福
利
協
会
並
に
鉱
山

協
会
に
於
て
は
一
致
協
力
し
て
全
国
的
に
工
場
鉱
山
の
安
全

運
動
に
努
力
せ
ら
れ
、
刊
行
物
に
講
演
に
又
は
講
習
会
等
に

凡
ゆ
る
手
段
に
よ
り
指
導
せ
ら
れ
、
且
昭
和
三
年
に
は
全
国

安
全
週
間
な
る
も
の
が
創
始
さ
れ
、
以
来
本
年
迄
第
五
回
を

重
ね
益
々
好
成
蹟
を
挙
げ
つ
ゝ
あ
る
は
誠
に
御
同
慶
に
堪
へ

広
報
平
成
27
年
５
月
号
、
猪
俣
昇
の
論
考
紹
介
の
続
き
で
す
。

五
、
機
械
は
移
動
的
の
も
の
が
多
く
且
時
間
的
に
不
規
則
に

運
転
す
る
こ
と
。

等
で
あ
り
ま
す
。
今
試
に
炭
山
の
災
害
率
と
一
般
機
械
工
業

の
其
れ
と
比
較
し
て
見
る
と
第
一
表
に
示
す
通
り
と
な
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

斯
様
に
他
の
工
業
と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
多
く
の
災
害
が
伏

在
し
て
居
り
死
人
や
大
怪
我
人
が
頻
発
す
る
の
で
世
間
で
は

普
通
の
人
間
で
は
働
け
ぬ
所
と
考
へ
ら
れ
、
前
科
者
か
無
頼

漢
の
寄
り
集
り
で
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。
又
事
実
他
の
労
働
者
に
比
し
て
数
年
前
迄
は
気
も
荒
く

所
謂
宵
越
の
金
は
使
は
ぬ
と
云
ふ
風
が
漲
つ
て
居
た
の
で
あ

り
ま
す
。
従
つ
て
災
害
も
大
変
災
は
別
と
し
て
個
々
の
変
死

や
重
傷
に
対
し
て
は
全
く
作
業
の
性
質
に
基
く
不
可
抗
力
の

事
と
し
て
余
り
問
題
に
さ
れ
て
居
な
い
と
云
つ
た
傾
向
が
あ

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

財
団
法
人
産
業
福
利
協
会
、
昭
和
八
年
五
月
二
十
五
日
発
行

『
工
場
安
全
の
叫
び
』（
昭
和
七
年
十
一
月　

全
国
産
業
安

全
大
会
報
告　

第
一
回
）

　
　

海
軍
炭
鉱
に
於
け
る
安
全
運
動
と
其
の
実
績
に
就
て

　
　
　
　
　

海
軍
技
師　

猪
俣
昇

　
　
　
　
　

＊
目
次
で
は「
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
海
軍
技
師
」

一
、
緒
言

（
以
下　

続
き
）

　

本
日
御
集
り
の
方
々
に
は
炭
鉱
に
関
係
の
無
い
方
が
大
部

分
で
あ
る
様
で
あ
る
か
ら
、
本
論
に
入
る
前
に
炭
鉱
災
害
の

特
異
性
に
就
て
簡
単
に
述
べ
る
事
と
し
ま
す
。
炭
鉱
は
概
し

て
他
の
工
業
に
比
較
し
て
大
規
模
の
設
備
で
行
は
れ
単
に
地

下
か
ら
石
炭
を
掘
つ
て
之
を
坑
外
に
運
び
出
す
と
云
ふ
直
接

作
業
に
止
ま
ら
ず
、
大
概
の
炭
山
で
は
機
械
の
修
理
工
場
を

持
ち
発
電
所
や
副
産
物
の
製
造
工
場
さ
へ
持
つ
て
居
る
所
も

あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
も
数
百
、
数
千
と
働
い
て
居
る
の
で
災
害
の
種
類

か
ら
云
つ
て
数
か
ら
云
つ
て
も
到
底
他
の
産
業
の
比
で
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
種
類
か
ら
云
ふ
と
坑
外
作
業
で
起
る
災
害
は
普
通

機
械
工
場
で
起
る
災
害
と
殆
ん
ど
同
一
で
、
此
の
坑
外
に
於

け
る
災
害
も
充
分
注
意
し
て
之
れ
が
防
止
を
十
全
す
る
こ
と

に
努
力
し
て
ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
坑
内
作
業

に
於
け
る
災
害
こ
そ
全
く
特
種
の
も
の
で
、
吾
々
が
一
層
心

血
を
注
い
で
之
が
防
止
に
努
め
て
ゐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
種
類
と
し
て
最
も
恐
し
い
も
の
は
彼
の
瓦
斯
炭
塵

の
爆
発
で
、
場
合
に
よ
り
て
は
数
百
の
生
霊
を
一
度
に
奪
ふ

こ
と
の
あ
る
事
実
は
皆
様
の
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

次
は
落
磐
で
前
者
程
一
度
に
多
数
の
生
命
を
奪
ふ
事
は
な
い

が
、
炭
山
に
於
け
る
災
害
の
四
〇
％
以
上
に
及
ぶ
最
も
恐
る

べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
は
炭
車
に
よ
る
災
害
で
回
数
に

於
て
落
磐
の
次
に
位
し
、
其
の
他
爆
薬
、
感
電
、
工
具
等
に

よ
る
災
害
が
少
く
な
く
又
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
水
の
為

不
慮
の
災
害
を
惹
き
起
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

其
の
他
災
害
と
は
云
ひ
難
き
も
ワ
イ
ル
氏
病
、
腸
「
チ
ブ

ス
」、
眼
球
震
蕩
症
、
鉱
肺
と
云
つ
た
様
な
特
種
の
病
魔
が

潜
ん
で
居
る
。

　

炭
山
に
於
け
る
災
害
の
種
類
と
し
て
は
主
と
し
て
上
述
の

如
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
坑
内
に
於
て
は
次
の
如
き

事
柄
に
よ
り
災
害
惹
起
の
動
機
が
助
長
さ
れ
従
つ
て
災
害
予

防
施
設
に
於
て
も
極
め
て
困
難
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

即
ち

一
、
作
業
場
所
が
暗
い
こ
と
。

二
、
作
業
場
所
が
狭
隘
で
あ
る
こ
と
。

三
、
作
業
場
が
湿
熱
で
あ
る
こ
と
。

四
、
作
業
場
の
状
態
や
位
置
が
常
に
変
化
す
る
こ
と
。

161

町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧 

豊
美

新
原
海
軍
炭
鉱
の
技
師
猪
俣
昇
（
２
）

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

【第一表　鉱夫並（ならびに）職工業務上死傷比較表】

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

斯
様
な
次
第
で
安
全
運
動
も
最
高
潮
に
達
し
、
大
多
数
の

重
要
炭
山
に
於
て
は
安
全
委
員
会
が
組
織
さ
れ
種
々
進
歩
し

た
方
法
を
以
て
安
全
運
動
が
実
施
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

斯
様
な
次
第
で
あ
る
の
で
現
在
に
於
け
る
海
軍
炭
鉱
の
安

全
運
動
も
常
に
活
動
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
申

上
げ
る
こ
と
は
余
り
御
参
考
に
な
る
こ
と
は
無
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
特
に
安
全
運
動
の
黎
明
期
に
於
て
我
海
軍
炭
鉱

が
如
何
に
努
力
し
且
如
何
に
之
が
保
持
助
長
に
努
め
つ
つ
あ

つ
た
か
を
御
紹
介
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
、
海
軍
炭
鉱
の
現
状
概
略

　

扨
て
海
軍
炭
鉱
に
於
け
る
安
全
運
動
を
御
話
す
る
前
に
大

體
の
状
態
を
御
紹
介
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
鉱
は
明
治

二
十
二
年
の
創
業
で
以
来
終
始
一
貫
我
海
軍
の
経
営
に
か
ゝ

り
現
在
主
な
る
作
業
所
と
し
て
三
箇
坑
を
有
し
、
夫
々
第
四

坑
、
第
五
坑
及
第
六
坑
と
称
し
て
居
り
ま
す
が
、
何
れ
も
斜

坑
で
動
力
は
坑
外
の
主
と
し
て
蒸
汽
坑
内
は
凡
て
電
気
を
用

ひ
て
居
り
ま
す
。

　

第
五
坑
に
発
電
所
と
修
理
工
場
と
を
有
し
選
炭
、
洗
炭
及

粉
末
燃
焼
装
置
等
は
各
坑
に
備
へ
て
居
り
ま
す
。

　

当
坑
は
坑
内
爆
発
瓦
斯
に
対
す
る
指
定
炭
山
と
し
て
石
炭

坑
瓦
斯
炭
塵
爆
発
取
締
規
則
の
適
用
を
受
け
て
居
り
、
又
坑

内
水
は
一
部
を
除
い
て
は
比
較
的
少
い
方
で
あ
り
ま
す
。
稼

行
層
は
主
な
る
も
の
三
層
で
あ
り
ま
す
が
何
れ
も
夾
石
を
多

量
に
有
す
る
六
尺
以
下
の
薄
層
で
天
井
は
概
し
て
悪
く
従
て

危
険
も
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
次
号
に
続
く
）

　

広
報
平
成
27
年
７
月
号
で
、
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃

ゆ
」
に
須
恵
町
ゆ
か
り
の
野
村
望
東
尼
が
出
る
か
、

と
書
い
た
と
こ
ろ
、
早
速
出
て
き
ま
し
た
（
八
月
二

日
、
第
三
一
回
）。
私
の
予
想
よ
り
も
早
か
っ
た
の

で
す
が
…
。

　

高
杉
晋
作
が
長
州
か
ら
筑
前
に
逃
れ
て
平
尾
山
荘

（
福
岡
市
中
央
区
）
に
匿
わ
れ
、
再
起
を
期
し
て
長

州
に
戻
っ
て
決
起
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
長
州
の
藩

論
が
一
変
、
高
杉
が
主
役
に
躍
り
出
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
望
東
尼
（
真
行
寺
君
枝
）
は
高
杉
の
た
め
に

準
備
し
た
晴
れ
着
を
手
渡
す
だ
け
と
い
う
地
味
な
展

開
で
し
た
が
、
今
後
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。




